
令和７年度３学期始業式 講話要旨 

 

１ 年頭のあいさつ 

年が改まった。2026 年。今年もよろしくお願いする。年末年始、リフレッシュできた

だろうか。学年の区切りとしての令和７年度も残り３ヶ月。納得がいく締めくくり方がで

きるように、３学期、しっかり取り組んでいこう。 

 

２ 学年ごとの課題（おさらい） 

２学期末に、学年ごとの課題について触れた。記憶が薄れているかもしれないので、ざ

っと振り返っておく。まずは、それぞれの学年集会で話があったことを心がける。そし

て、校長から。 

３年生：競争局面は自分の能力を高める機会だが、それ自体がゴールではない。競争局

面の先に求められるのは協働する力だ。 

２年生：「 ここで３年ゼロ学期が始まる」という意識を持つ同学年の人が全国にたくさ

んいる。早く始動することで精神的に追い込まれにくくなる。逆に、出遅れると、精神的

に追い込まれやすくなる。このことをふまえて行動の選択を。 

１年生：中だるみに陥らないようにしよう。中だるみは、自分の力を低く見くびってい

る状態だ。向上心を持ち続けてほしい。 

こんな話だった。 

 

３ Make every day a new day 

 さて、十代の皆さんは、能力が大きく伸びる時期にある。自ら見ようとする心、聞こう

とする心、気づこうとする心、感じようとする心、学ぼうとする心、挑戦しようという心

があれば、日々新たな発見、気づき、驚き、感動があり、新たな能力を獲得していくこと

ができる。日々を新たに。Make「every「day「a「new「day.このことを心に留めて 2026 年を過

ごしてほしい。 

かく言う自分はどうか。きわめて個人的な話だが、12 月に、生まれて初めてギターの

練習を始めた。主たる目的は、認知能力が低下していくスピードを緩やかにするためだ。

できるだけ毎日触るようにしている。狙った和音に近い音が出ただけで、脳の中に快感物

質が出る感じがする。上達が感じられる日もあれば、後退したと感じる日もあり、その一

進一退も含めて面白い。生涯学習・生涯スポーツの一環として、続けていきたい。 

 

４ 人間性を映す鏡 

最後に、人間性を映す鏡という話をする。 

日本時間で１月３日の午後、衝撃的なニュースが報じられた。アメリカ軍がベネズエラ

の現職大統領を拘束したというニュースだ。その時点の報道では、目や耳にした範囲では

 拉致」ではなく 拘束」という言葉が使われていた。英語メディアでも、私が目にした

範囲では abduct ではなく capture が使われていた。 

比較的中立、公正を重視していると思われる国内メディアでは、 世界秩序が揺らいで

いる」というような表現を耳にする。強大な軍事力を持つものが、これまで時間をかけて

築き上げてきた国際ルールに構うことなく、暴力と脅しによって現状を変更する状況を危

惧する論調だ。今後、政治的、経済的、歴史的な評価がなされていくだろう。 

この傾向が一過性の現象なのか、長期的に固定化していくものなのか、わからない。こ

こで皆さんに話しておきたいのは、この状況を目の当たりにして絶望しないでほしいとい

うことだ。 どうせ人間なんてこんなもの」と思わないでほしいということだ。 

英語に、Might「makes「right.という表現がある。この might は名詞。 力が正義であ



る」という意味を表す。第二次世界大戦後、国際社会は協調して、Might「makes「right で

はない世界を作ろうと努力してきた。国際刑事裁判所の現在の所長は日本人、赤根智子さ

んという人だが、その人が 12 月に行ったスピーチの中に、 

Indifference「will「lead「to「a「world「in「which「might「makes「right.  

 無関心は、力が正義だという世界へとつながってしまう」 

という言葉があった。この時点では、アメリカ・ベネズエラではなく、おそらくロシア・

ウクライナやイスラエル・ガザを念頭に、警鐘を鳴らした言葉だろうと思う。本来、この

言葉が体現する理念の方が、世界が共有してきた現代的な価値観のはずだ。 

人間性の中には、一部分、力ずくで主張を通し、利益を得ようとするところがあるのか

もしれない。しかし、そうではない世界を作ろうと人々が努力してきたことも事実だ。 

つい昨日、たまたま、新見南吉の 手袋を買いに」という児童文学作品を思い出す機会

があった。狐の母子の話だ。知っている人も多いことだろう。初めて雪遊びをして手が冷

たくなった子狐に、暖かい手袋を買ってあげようと、母子は人間の里を訪れる。しかし母

狐は過去の経験から人間を恐れていて、足がすくんで店に近付くことができない。そこで

子狐の片方の手を人間の手に変えてお金を持たせ、その手を店の戸口から差し入れて、

 この手にちょうどいい手袋ちょうだい」と言うように教える。子狐は、店の戸口に、間

違って狐のままの方の手を差し入れてしまうが、店の人はお金が本物であることを確かめ

て、相手が狐と知りつつ手袋を与える。母のもとに戻った子狐は 人間って、ちっとも怖

かないや…だってこんないい暖かい手袋くれたもの」と言う。それを聞いた母狐が 本当

に人間はいいものかしら。本当に人間はいいものかしら」と呟いて物語は終わる。 

この作品では、狐の母子は人間性を映し出す鏡、装置として物語に配置されていると思

う。作者が映し出したのは人間の姿だ。私たち、皆さんの人間性も必ずどこかに投影され

る。どんな人間性を投影したいと思うだろうか？ 

 

５ 結び 

2026 年が皆さんにとって素晴らしい年となるように。 


